
 

 

    ７ 救急・救助統計 

 

 

 

 

 

 

   令和元年の救急活動状況は、出動件数３，２１１

件、搬送人員３，０７３人で前年と比較すると出動

件数１８０件、 搬送人員１８１人が減少しました。 

   これは１日平均８．８件、約２．７時間に１件の

割合で救急隊が出動し、市民２４人に１人が救急隊

によって搬送されたことになります。 

   また、救助出動件数は４８件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平成３０・令和元年救急出動統計表 

○事故種別比率表  

○ＰＡ連携事故種別比率表 

○年齢・程度別搬送人員  

○時間別出動件数 

○月別出動件数 

○曜日別出動件数 

○救急講習会実施状況 

○事故種別救助出動件数 

〇事故種別救助出動車両状況 

 

（ 救 助 訓 練 ） 

 

（ 救 急 訓 練 ） 
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平成３０・令和元年救急出動統計表 

救 急 事 故 種 別                      

区   分 

合

計 

火

災 

自

然

災

害 

水

難

事

故 

交

通

事

故 

労

働

災

害 

運

動

競

技 

一

般

負

傷 

加

害 

自

損

行

為 

急

病 

そ の 他 

転

院

搬

送 

医

師

搬

送 
資
器
材
輸
送 

そ

の

他 

平

成   

30

年 

出動件数 3,391 9 1 2 245 27 18 503 6 30 2,293 237 0 0 20 

搬送人員 3,254 1 1  1 259 27 18 496 6 25 2,183 237 

令

和

元

年 

出動件数 3,211 9 0 3 220 44 12 482 6 19 2,184 209 0 0 23 

搬送人員 3,073 1 0 0 230 44 12 473 4 15 2,084 210 

 

事 故 種 別 比 率 表 

平成３０年 ３，３９１件          令和元年 ３，２１１件 

 
 

 令和元年救急出動件数は急病が最も多く、２，１８４件（６８．０％）次いで一般負傷４８２件（１

５．０％）、交通事故２２０件（６．９％）で以下、転院搬送２０９件の順となっています。 

 前年と比較すると、急病１０９件、一般負傷２１件、転院搬送２８件、交通事故２５件の減少となっ

ています。 
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程度区分別

軽症  　 1,328人

中等症   1,464人

重症     　236人

死亡　　　　45人

Ｐ Ａ 連 携 事 故 種 別 比 率 表  

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1000

30年　850件 令和元年　780件

支援（救急隊だけでは活動が困
難と思われる事案）　　　　　

心肺停止（疑い含む）

 

年 齢 ・ 程 度 別 搬 送 人 員 

 

 

年齢区分別

高齢者 1,956人

成人     881人

少年     100人

乳幼児　 135人　

新生児     1人

年齢区分別

高齢者 1,985人

成人      991人

少年     133人

乳幼児    140人

新生児     5人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

程度区分（医師の診断に基づく）                        年齢区分 

  死 亡 初診時に死亡が確認された者         新生児 生後27日までの者 

  重 症  傷病程度が3週間以上の入院を必要とする者  乳幼児 生後28日から６歳までの者 

  中等症  傷病程度が重症又は軽症以外の者       少 年 ７歳から17歳までの者 

  軽 症  傷病程度が入院加療を必要としない者     成 人 18歳から64歳までの者 

                            高齢者 65歳以上の者 

 

 

程度区分別

軽症    1,492人

中等症  1,407人

重症      297人

死亡　 　　58人

714 

66 

 

平成３０年 

搬送 ３，２５４人 

令和元年 

搬送 ３，０７３人 

61.0％ 

 

30.5％ 

 

4.3％ 

 
3.3％ 

 

45.9％ 

 43.2％ 

 

1.8% 

 

 

9.1％ 

 

63.7％ 

28.7% 

4.1% 

 

4.4% 

43.2% 

47.6% 

7.7% 

1.5% 

36 

 

814 

 

0.1％ 
0.1％ 
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時 間 別 出 動 件 数   （平成３０・令和元年中） 

 

               月 別 出 動 件 数     （令和元年中） 

 

曜 日 別 出 動 件 数     （令和元年中） 
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救 急 講 習 会 実 施 状 況 

 

年  

 

回数 

救急講習会 

参 加 人 数 

う ち 普 通 救 命 講 習 う ち 上 級 救 命 講 習 う ち エ ピ ペ ン 講習  うち応急手当普及員 

・指導員講習 

回 数 参加人数 回 数 参加人数 回 数 参加人数 回 数 参加人員 

29 １５７ ４,０１６ ４５ ３４６ ２ ２０ ０ ０ ４ ６ 

30 １７１ ４,４８１ ４５ ３５８ ２ ２０ １ ３８ 1 ２ 

元年 １６８ ４,０８０ ４３ ４１７ ２ １６ ０ ０ ６ １６ 

 

 

 

※市内の一部公共施設の屋外にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置しました。 

 

 犬山市では、市内のコンビニエンスストアにご協力いただき、平成２７年１２月１日からＡＥＤを設置し

ていましたが、平成３０年９月１日より市内の一部公共施設に、ＡＥＤを屋外専用の収納ボックスに入れて

設置しました。 

 これにより市民の皆さんが、２４時間いつでも誰でもＡＥＤを利用することが可能なＡＥＤが増えました。 

    ＡＥＤ設置コンビニエンスストア数  ３０店舗（令和２年４月１日現在） 

    ＡＥＤ屋外設置数          ３９施設（令和２年４月１日現在） 

 

 地域のランドマーク的な役割を持つ公共施設及びコンビニエンスストアにＡＥＤを設置することにより、

救命率のさらなる向上が期待できます。 
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              事 故 種 別 救 助 出 動 件 数   （令和元年中） 

    種   別 

 

 

 

件   数 

火
災 

交
通
事
故 

水
難
事
故 

機
械
に
よ
る
事
故 

建
物
等
に
よ
る
事
故 

そ
の
他 

ガ
ス
酸
欠
事
故 

自
然
災
害 

合
計 

出  動  件  数 ０ １１ ３ ０ １９ １５ ０ ０ ４８ 

活 動 件 数         ０ ６ ２ ０ ９ １２ ０ ０ ２９ 

救 助 人 員         ０ １０ ２ ０ ６ １１ ０ ０ ２９ 

 

         事 故 種 別 救 助 出 動 車 両 状 況  （令和元年中） 

     

     種   別 

 

 

 

車  両  別 

火
災 

交
通
事
故 

水
難
事
故 

機
械
に
よ
る
事
故 

建
物
等
に
よ
る
事
故 

そ
の
他 

ガ
ス
酸
欠
事
故 

自
然
災
害 

合
計 

救 助 工 作 車         ０ １１ ３ ０ １９ １５ ０ ０ ４８ 

は し ご 自 動 車         ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

消防ポンプ自動車 ０ １１ ３ ０ ２０ ２０ ０ ０ ５４ 

救 急 自 動 車 ０ １６ ３ ０ １８ １５ ０ ０ ５２ 

そ の 他 の 車 両         ０ １１ ６ ０ １９ １９ ０ ０ ５５ 

合 計         ０ ４９ １５ ０ ７６ ６９ ０ ０ ２０９ 

 

 


